
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【敬称略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       ２０２３年度 

                     第 １ 号 
                                     令和５年６月１日 

                                          北  海  道 

                                          斜里高等学校 

                                          ＰＴＡ事務局 

会  長   白 石   明  ○各委員会                

副 会 長   遠 藤   篤    研修・進路委員 髙 橋 雄 二   ＰＴＡだより編集委員 

副 会 長   髙 橋 雄 二    研修・進路委員 髙 橋 由 美     荒 井 身江子 

副 会 長   荒 井 身江子    研修・進路委員 近 藤 ゆり香     浦 谷 麻 里 

監  事   杉 山 和 之    研修・進路委員 石 川 洋 子     内 野 ゆかり 

会  計   田 片 隆 憲    研修・進路委員 髙 田 より子     稲 月 加奈子 

１年次委員長 野 田 奈 緒    生活委員    野 田 奈 緒 

副委員長 髙 橋 由 美    生活委員    藤 野 琴 美 

２年次委員長 藤 野 琴 美    生活委員    板 垣 めぐみ 

副委員長 石 川 洋 子    生活委員    赤 坂 晃 子 

３年次委員長 赤 坂 晃 子    生活委員    佐 藤   望 

副委員長 髙 田 より子 

「
実
り
あ
る
高
校
生
活
に
向
け
て
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Ｐ
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Ａ
会
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白 

石 
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本
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
白
石
と
申
し
ま
す
。 

 
日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
活
動

制
限
も
収
束
に
向
か
い
、
新
た
な
生
活
様
式
で

社
会
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
変
化
の
激
し
い

時
代
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
人
生

で
一
度
き
り
の
高
校
生
活
で
す
。
実
り
あ
る
高

校
生
活
に
な
る
よ
う
、
思
い
っ
き
り
や
れ
る
環

境
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
の
は
、
私
た
ち

保
護
者
の
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
活
動
制
限
が
な
く
な
っ
た
今

だ
か
ら
こ
そ
、
出
来
る
活
動
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
態
に
な

る
に
は
ま
だ
時
間
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
充
実
し
た
学
校
生
活
、
思
い
出

作
り
の
た
め
に
保
護
者
の
皆
様
な
ら
び
に
教
職

員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
い
う
大
役
は
初
め
て
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
、
伝
統
あ

る
斜
里
高
校
の
発
展
の
た
め
、
微
力
な
が
ら
貢

献
出
来
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま

す
が
、
一
年
間
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

校
長 

増 

田 

康 

広 
 

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
四
月
十
日
の
朝
は
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
晴
れ
の
好
天
で
し
た
。
新
た
に
仲
間
と

な
っ
た
三
十
名
の
新
入
生
が
、
会
場
の
凛
と
し
た

雰
囲
気
の
な
か
、
初
々
し
い
表
情
で
入
学
を
迎
え

た
こ
と
を
、
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。 

今
年
は
三
年
振
り
に
入
学
生
が
三
十
名
を
超
え
、
久
し
ぶ
り
に
前
年
度

の
入
学
生
数
を
上
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
連
続

し
て
入
学
生
が
減
少
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
十
二
年
振
り
に

前
年
度
入
学
生
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
と
、
職
員
一
同
喜
ん
で
お
り
ま

す
。
昨
年
二
五
％
ま
で
落
ち
込
ん
だ
地
元
か
ら
の
本
校
進
学
率
も
、
平
成

二
十
九
年
度
以
来
と
な
る
四
〇
％
台
へ
回
復
し
ま
し
た
。 

本
校
は
、
平
成
十
六
年
度
に
総
合
学
科
へ
転
換
し
て
以
降
、
普
通
高
校

や
職
業
高
校
の
良
さ
を
取
り
入
れ
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
す
る

こ
と
を
大
き
な
特
色
と
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
オ
ホ
ー
ツ
ク
東
学
区
の

生
徒
が
本
校
で
の
学
び
を
通
し
て
、
大
学
・
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
か
ら
、

公
務
員
・
民
間
企
業
や
製
造
・
運
輸
・
農
漁
業
等
の
地
元
産
業
へ
の
就
職

ま
で
幅
広
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
教
育
課
程
の
充
実
に
努
め
て
い

ま
す
。 

昨
年
度
は
、
内
閣
府
主
催
「「
地
方
創
生
☆
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
て
、
本
校
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ー
ム
が
最
優
秀
賞
「 

地
方
創
生
担
当
大

臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
段
の
北
海
道
予
選
会
に
て
四
年

連
続
で
「
北
海
道
経
済
産
業
局
長
賞
」
を
受
賞
し
、
北
海
道
代
表
と
し
て

永
田
町
内
閣
府
庁
舎
で
の
最
終
審
査
会
で
発
表
し
、
獲
得
し
た
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。
本
校
が
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
、
地
域
の
資
源
を
活
用

し
た
教
育
活
動
と
地
域
創
生
に
繋
が
る
教
育
課
程
の
実
践
が
、
全
国
的
に

評
価
さ
れ
た
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
本
年
度
も
内
閣
府
「
地
域
み
ら
い
留
学3

6
5

」
の
事
業
指
定
を

受
け
、
神
奈
川
か
ら
一
名
の
留
学
生
（
三
期
生
）
を
二
年
次
で
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
地
元
の
高
校
に
通
い
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
仲
間
と
は
異

な
る
価
値
観
を
持
っ
た
地
域
留
学
生
と
の
交
流
が
で
き
、
本
校
生
徒
に
と

っ
て
も
意
義
あ
る
経
験
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
現
在
、
一
年
次
・
二
年
次
生
を
中
心
に
、
斜
里
町
か
ら
貸
与

を
受
け
た
ク
ロ
ム
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
朝
学
習
や
宿
題
・
復
習
等
の
場
面

で
、
毎
日
「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
」（
リ
ク
ル
ー
ト
社
の
提
供
す
る
オ
ン
デ
マ

ン
ド
学
習
ツ
ー
ル
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
が
取
り
組
ん
だ
時
間

数
や
学
習
分
野
、
達
成
状
況
等
に
つ
い
て
、
教
師
が
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
、
個
別
・
最
適
な
学
習
を
充
実
さ
せ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
保
護
者
の
皆
様
、
同
窓
会
や
振
興
会
等
の
関
係
各
位
か
ら
の

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
本
校
教
育
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

           



             福 西 一 成 教頭 

              【ふくにし かずあき】 

               国語科 

 

① 旭川市 

② 北海道教育大学旭川校 札幌英藍高校 

③ 温泉、ゲーム 

④ 12年ぶり３度目のオホーツク勤務です。教頭職も10

年ぶりなので少し不安がありましたが、良き生徒と職

員の皆様のおかげで新しい生活にも慣れてきました。

これからもどうぞよろしくお願いします。 

             山 田 恭 兵 教諭 

             【やまだ きょうへい】 

             ２年A組副担任 

             商業・情報科・弓道部 

① 札幌市 

② 北星学園大学 上富良野高校 

③ ドライブ、ゲーム、暗算（フラッシュ暗算も可） 

④ 新採用で斜里高校に赴任した山田恭兵と申します。世

界遺産の知床の地が教員の出発点であることを光栄

に思います。斜里町を盛り上げる原動力となれるよう

に頑張ります。 

            杉 原 祥 太 教諭 

             【すぎはら しょうた】 

             １年A組副担任 

             国語・芸術科・陸上競技部 

① 札幌市 

② 北海道教育大学旭川校 滝川工業高校 

③ サイクリング・書道 

④ オホーツクの地に足を踏み入れたのは初めてのこ

とで、新鮮な心境で１ヶ月を過ごしました。不慣れ

なことばかりではありますが、よろしくお願いいた

します。 

 

             槻 間 海 大 教諭 

             【つきま かいた】 

             ３年次付 

             保健体育科・バレーボール部 

① 小清水町 

② 北翔大学 

③ ゲーム、バレーボール 

④ 私にとって身近な町で勤務できることをうれしく思

います。初めての教員生活となりますが、生徒のため、

斜里町のために精一杯頑張ります。よろしくお願いい

たします。 

             大 山   天 教諭 

             【おおやま てん】 

             １年次付 

             保健体育科・野球部 

① 千歳市 

② 北翔大学 中標津高校 

③ スポーツ全般 

④ 本校に赴任して２ヶ月が経ちます。己の未熟さを実感

している毎日です。生徒や地域のために一生懸命尽力

して参ります。よろしくお願いいたします。 

 

             【① 出身地  ② 出身大学・前任校  ③ 趣味・特技  ④ 一言】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

５月中旬から下旬にかけて高体連支部大会が行われ、体育系部活動が全道大会に向けて全

力を尽くしました。その結果、陸上競技部 髙野京弥くんと、柔道 奥山琥珀くんが見事に

全道大会への切符を手にしました。現在選手たちは、６月中旬に行われる全道大会に向けて

熱心に練習に励んでおります。引き続き応援、よろしくお願いいたします。 

 

            中 島 康 晴 教諭 

            【なかじま こうせい】 

             １年次主任 

             地歴・公民科 

① 赤平市 

② 北海学園大学 伊達開来高校 

③ ソロキャンプ、ランニング 

④ 初任が羅臼で、20数年ぶりに知床に戻ってきまし

た。斜里高の明るく純粋な生徒たちに、楽しく充実

した学校生活を送れる様にしていきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

                      


